
●消臭菌んぐQ＆A
質問 回答

消臭菌んぐの主原料を教えてください。
主原料は、食材菌(乳酸菌・納豆菌・酵母菌・ビフィズス菌)、糖、水のみで培養発

酵しています。

人へのアレルギーはありませんか。

phが4程度の弱酸性のため、原液が手についた場合は、洗い流してください。

全て食材菌から作られておりますが、それぞれの菌に対してのアレルギーがある方はお

控えください。

消臭菌んぐの効果を教えてください。

単体での効果として納豆菌(分解酵素)による分解促進による配管内などの汚れの

抑制、乳酸菌の抗菌効果による悪臭予防、酵母菌による水中残渣の発酵促進な

ど期待できます。また4種の菌の培養における複合的な効果として水中の水質浄化

微生物を活性化(増殖)させ水質向上に繋がってます。

品質保証期限を教えてください。

品質保証期限は出荷月から１年(12ケ月)となります。直射日光を避け、冷暗所に

て保管下さい。開封後は1ヶ月を目安にお使いください。品質保証期限は製品本体

に記載しています。

品質保証期間を過ぎても使用できますか。
保管環境、開封の有無などによっても変わりますので、品質保証期限内でご使用下

さい。

消臭菌んぐの使用用途とは。

厨房・台所のシンク排管、グリストラップ、ゴミ置き場、トイレ(仮設含む)便器からの悪

臭、気になるニオイに対してご利用ください。

ただし、白木や塗装部分、革製品などは酸性成分により変色やシミ、劣化の原因に

なることがあります。目立たない場所で試してから使用するか、対象物に適した製品を

選んでください。精密機器や電気製品はスプレーのミストや液だれがかかりますと、故

障の原因になります。人体やペットへの直接的な使用は、皮膚トラブルや体調不良

の原因になる可能性があるため避けてください。

消臭菌んぐの使用方法を教えてください。

シンク、グリストラップ配管からのニオイに対しては、シンク配管から毎日の作業後に1

回100～200mlを流してください。ゴミ置き場、トイレ(便器)へはニオイが気になる際

に都度、数回スプレーしてください。

どれぐらいの時間、消臭効果は持続しますか？

用途やニオイの発生源によって異なりますがグリストラップでしたら、毎日厨房から汚水

が流れてきます(臭いの元が繰り返し発生する)ので、基本的には毎日投入をおすす

めしております。

希釈して使用してもの問題ありませんか。

原液でのご使用を推奨しておりますが、ニオイの強さに合わせて希釈いただくことは問

題ございません。希釈倍率が高くなりますと消臭効果も低減しますので、希釈倍率を

調整してご使用ください。

ただし水で希釈した際に水や容器の菌が混ざって雑菌が繁殖する場合がありますの

で、使用直前、当日使い切る量で希釈ください。

シンク配管やトイレ(便器)に投入後に水を流しても効果はありますか。

消臭菌んぐがシンク内、便器内に滞留することで消臭菌んぐに含まれる菌の効果が

発揮しやすく効果的ですので就寝前、シンク作業後の投入がより効果的です。

仮設トイレの排泄物を貯めるタンク内のニオイに対しても消臭効果もありますか。

排泄物から出る悪臭(アンモニア臭など)に対して効果があります。また、腐敗前に消

臭菌んぐを散布することで硫化水素など腐敗ガスの発生を抑える効果も期待出来ま

す。※全ての臭気に対して消臭効果が出るものではありません。

製品自体にニオイはありますか。
あります。製品自体に微生物の発酵したニオイがしますが、ご使用後しばらくすると製

品のニオイはしなくなります。

製品のニオイによって虫は寄ってきませんか。
保存時にフタを開けっぱなしにして放置しますと、虫がよってきる場合がありますので注

意してください。普段のご使用方法であれば虫の心配はございません。

製品中に白い浮遊物や沈殿物がありますが使用して問題ないでしょうか。

保管環境によって液面に白いモノが浮いたり、沈殿物が発生し変色する場合がありま

すが、これは製品に含まれる菌の代謝による成分で品質には問題ありませんので、ご

安心してご使用下さい。普段の保管の際は、高温多湿を避けていただき、暗い涼し

い所に置いていただくと発生しにくいです。

保管方法を教えてください。
高温多湿を避けていただき、暗い涼しい場所に保管ください。ただし開封後は１か月

程度で使い切るようにしてください。

床や壁などのにおいが染みついた場所にスプレーしても効果はありますか。

床や壁の素材によっては変色やシミ、劣化の原因になることがあります。目立たない場

所で試してからご使用ください。

ペットの口に入っても大丈夫ですか？

食材菌(乳酸菌、酵母菌、納豆菌)と糖のみで作られておりますので安心してご利用

いただけます。ただし食品ではありませんので直接ペットに与える(意図的に)ことはしな

いでください。


